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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＦ信号が入力され、前記ＩＦ信号をフィルタリングした第１の信号を出力するチャン
ネル選択フィルタと、
　前記チャンネル選択フィルタから前記第１の信号が入力され、前記第１の信号を増幅し
た第２の信号を出力するＩＦアンプと、
　前記ＩＦアンプから前記第２の信号が入力され、前記第２の信号を遅延検波した第３の
信号を出力する第１の検波器と、
　前記ＩＦアンプから前記第２の信号が入力され、前記第２の信号をパルスカウント検波
またはクオドラチャ検波した第４の信号を出力する第２の検波器と、
　前記第３の信号または前記第４の信号の何れか一方を選択し、この選択した信号を復調
信号として出力端子に出力するスイッチ回路と、
　前記スイッチ回路が前記第３の信号または前記第４の信号の何れを選択するかを制御す
る制御回路と、
　前記ＩＦ信号の信号レベルを検出する第１の信号レベル検出回路と、
　前記第１の信号の信号レベルを検出する第２の信号レベル検出回路と、を備え、
　前記制御回路は、前記第１の信号レベル検出回路により検出された前記ＩＦ信号の信号
レベルである第１のレベルと前記第２の信号レベル検出回路により検出された前記第１の
信号の信号レベルである第２のレベルとに基づいて、前記スイッチ回路が前記第３の信号
または前記第４の信号の何れを選択するかを制御する
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　ことを特徴とする受信機。
【請求項２】
　前記制御回路は、外部から入力された信号に応じて、前記スイッチ回路が前記第３の信
号または前記第４の信号の何れを選択するかを制御することを特徴とする請求項１に記載
の受信機。
【請求項３】
　前記第１の信号レベル検出回路が前記第１のレベルに基づいて出力した第１の検出信号
と、前記第２の信号レベル検出回路が前記第２のレベルに基づいて出力した第２の検出信
号とを比較し、この比較結果に基づいた比較結果信号を出力するコンパレータをさらに備
え、
　前記制御回路は、前記比較結果信号に基づいて、前記スイッチ回路が前記第３の信号ま
たは前記第４の信号の何れを選択するかを制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の受信機。
【請求項４】
　前記制御回路は、
　前記第１のレベルが前記第２のレベルよりも大きい場合には、前記スイッチ回路が前記
第３の信号を選択するように制御し、
　一方、前記第１のレベルが前記第２のレベル以下の場合には、前記スイッチ回路が前記
第４の信号を選択するように制御する
　ことを特徴とする請求項１または３に記載の受信機。
【請求項５】
　ＲＦ信号を受信するアンテナと、
　前記アンテナにより受信されたＲＦ信号を増幅して出力するローノイズアンプと、
　局部発振信号を出力する局部発振器と、
　前記ローノイズアンプから出力された信号と前記局部発振信号とをミキシングすること
により得られた前記ＩＦ信号を出力するミキサと、をさらに備える
　ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか一項に記載の受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　受信機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、受信機の検波方法には、例えば、遅延検波、パルスカウント検波、クオドラチャ
検波等がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平４－２２７１２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　妨害波特性、入力周波数オフセット耐性および帯域外検波特性を向上することが可能な
受信機を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施例に従った受信機は、ＩＦ信号が入力され、前記ＩＦ信号をフィルタリングした第
１の信号を出力するチャンネル選択フィルタを備える。受信機は、前記チャンネル選択フ
ィルタから前記第１の信号が入力され、前記第１の信号を増幅した第２の信号を出力する
ＩＦアンプを備える。受信機は、前記ＩＦアンプから前記第２の信号が入力され、前記第
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２の信号を遅延検波した第３の信号を出力する第１の検波器を備える。受信機は、前記Ｉ
Ｆアンプから前記第２の信号が入力され、前記第２の信号をパルスカウント検波またはク
オドラチャ検波した第４の信号を出力する第２の検波器を備える。受信機は、前記第３の
信号または前記第４の信号の何れか一方を選択し、この選択した信号を復調信号として出
力端子に出力するスイッチ回路を備える。受信機は、前記スイッチ回路が前記第３の信号
または前記第４の信号の何れを選択するかを制御する制御回路と、を備える。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、遅延検波、パルスカウント検波、およびクオドラチャ検波の復調特性の
一例を示す図である。
【図２】図２は、遅延検波、パルスカウント検波、およびクオドラチャ検波方式の妨害波
特性、入力信号周波数オフセット耐性、および帯域外検波特性を示す図である。
【図３】図３は、実施例１に係る受信機１００の構成の一例を示す図である。
【図４】図４は、実施例２に係る受信機２００の構成の一例を示す図である。
【図５】図５は、実施例３に係る受信機３００の構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１は、遅延検波、パルスカウント検波、およびクオドラチャ検波の復調特性の一例を
示す図である。
【０００８】
　図１に示すように、遅延検波、パルスカウント検波、およびクオドラチャ検波の復調特
性は、周波数ゼロからある周波数（図では４００ｋＨｚ）までは同様となる。
【０００９】
　しかし、遅延検波方式では、周波数に対して出力電圧が折り返す特性を示す。
【００１０】
　また、パルスカウント検波方式およびクオドラチャ検波方式では、ある周波数以上に対
して出力電圧が一定となる。
【００１１】
　ここで、図２は、遅延検波、パルスカウント検波、およびクオドラチャ検波方式の妨害
波特性、入力信号周波数オフセット耐性、および帯域外検波特性を示す図である。
【００１２】
　図２に示すように、帯域の近傍の妨害波（例えば、４００ｋＨｚ～１６００ｋＨｚ）に
対して、遅延検波では復調特性に折り返しがある。このため、復調電圧が抑制され、耐性
が高い。
【００１３】
　パルスカウント検波およびクオドラチャ検波方式では、復調特性に折り返しがない。こ
のため、妨害波に対して大きな復調電圧が出力されることになり、耐性が低い。
【００１４】
　入力周波数オフセットに対しては、遅延検波の場合は復調信号に、例えば、４００ｋＨ
ｚ以上を含んでいると出力電圧に折り返しが発生し、復調が不可能となる。
【００１５】
　一方、パルスカウント検波およびクオドラチャ検波方式では、出力電圧にひずみは出る
ものの復調できる入力周波数オフセット範囲は広くなる。
【００１６】
　希望信号がない状態で帯域外の信号を誤って検波してしまう帯域外検波特性に関して、
遅延検波では希望信号との区別がつかないため不利（誤検波してしまう）となる。
【００１７】
　一方、帯域外検波特性に関して、パルスカウント検波およびクオドラチャ検波方式では
、復調信号が有意のものとならないため、誤検波することはない。
【００１８】
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　このように、遅延検波、パルスカウント検波、およびクオドラチャ検波それぞれ利点と
欠点がある。
【００１９】
　そこで、以下の実施例では、各検波方式による利点・欠点を踏まえてそれぞれの特性を
最大限に活用し、妨害波特性、入力周波数オフセット耐性および帯域外検波特性を向上す
ることが可能な受信機について提案する。
【００２０】
　以下、各実施例について図面に基づいて説明する。
【実施例１】
【００２１】
　図３は、実施例１に係る受信機１００の構成の一例を示す図である。
【００２２】
　図３に示すように、受信機１００は、アンテナＡＮＴと、ローノイズアンプＬＮＡと、
局部発振器ＯＳＣと、ミキサＭと、ＩＦアンプＡと、第１の検波器Ｄ１と、第２の検波器
Ｄ２と、スイッチ回路ＳＷと、制御回路ＣＯＮと、を備える。この受信機１００は、ＦＭ
受信機である。
【００２３】
　アンテナＡＮＴは、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を受信するようにな
っている。
【００２４】
　ローノイズアンプＬＮＡは、アンテナＡＮＴにより受信されたＲＦ信号を増幅して出力
するようになっている。
【００２５】
　局部発振器ＯＳＣは、局部発振信号Ｌｏを生成し出力するようになっている。
【００２６】
　ミキサＭは、ローノイズアンプＬＮＡから出力された信号と局部発振信号ＯＳＣとをミ
キシングすることにより得られたＩＦ（Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
）信号を出力するようになっている。
【００２７】
　チャンネル選択フィルタＦは、ＩＦ信号が入力され、このＩＦ信号をフィルタリングし
た第１の信号Ｓ１を出力するようになっている。この第１の信号Ｓ１は、所謂、希望信号
である。
【００２８】
　このチャンネル選択フィルタＦは、例えば、帯域通過フィルタ、又は、低域通過フィル
タである。
【００２９】
　ＩＦアンプＡは、チャンネル選択フィルタＦから第１の信号Ｓ１が入力され、第１の信
号Ｓ１を増幅した第２の信号Ｓ２を出力するようになっている。
【００３０】
　第１の検波器Ｄ１は、ＩＦアンプＡから第２の信号Ｓ２が入力され、第２の信号Ｓ２を
遅延検波した第３の信号Ｓ３を出力するようになっている。
【００３１】
　第２の検波器Ｄ２は、ＩＦアンプＡから第２の信号Ｓ２が入力され、第２の信号Ｓ２を
パルスカウント検波またはクオドラチャ検波した第４の信号Ｓ４を出力するようになって
いる。
【００３２】
　スイッチ回路ＳＷは、第３の信号Ｓ３または第４の信号Ｓ４の何れか一方を選択し、こ
の選択した信号を復調信号Ｓｏｕｔとして出力端子Ｔｏｕｔに出力するようになっている
。
【００３３】
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　制御回路ＣＯＮは、制御信号Ｓｃにより、スイッチ回路ＳＷが第３の信号Ｓ３または第
４の信号Ｓ４の何れを選択するかを制御するようになっている。
【００３４】
　例えば、制御回路ＣＯＮは、外部から入力された信号Ｓｉｎに応じて、スイッチ回路Ｓ
Ｗが第３の信号Ｓ３または第４の信号Ｓ４の何れを選択するかを制御する。
【００３５】
　また、制御回路ＣＯＮは、既述の図２に示された妨害波特性、入力信号周波数オフセッ
ト耐性、および帯域外検波特性の何れかを基準として、スイッチ回路ＳＷが第３の信号Ｓ
３または第４の信号Ｓ４の何れを選択するかを制御する。
【００３６】
　すなわち、制御回路ＣＯＮは、例えば、入力周波数オフセット耐性および帯域外検波特
性を重視する場合には、スイッチ回路ＳＷが第３の信号Ｓ３を選択するように制御する。
また、制御回路ＣＯＮは、例えば、妨害波特性を重視する場合には、スイッチ回路ＳＷが
第４の信号Ｓ４を選択するように制御する。
【００３７】
　このように、受信機１００は、必要とされる特性に応じて、検波方式を変更することが
できる。
【００３８】
　以上のように、本実施例１に係る受信機によれば、妨害波特性、入力周波数オフセット
耐性および帯域外検波特性を向上することができる。
【実施例２】
【００３９】
　本実施例２においては、スイッチ回路を自動的に制御する構成例について説明する。
【００４０】
　ここで、図４は、実施例２に係る受信機２００の構成の一例を示す図である。なお、図
４において、図３の符号と同じ符号は、実施例１と同様の構成を示す。
【００４１】
　図４に示すように、本実施例２において、受信機２００は、実施例１と比較して、第１
の信号レベル検出回路Ｌ１と、第２の信号レベル検出回路Ｌ２と、コンパレータＣＯＭＰ
と、をさらに備える。
【００４２】
　第１の信号レベル検出回路Ｌ１は、ＩＦ信号の信号レベル（電圧レベル）を検出するよ
うになっている。そして、第１の信号レベル検出回路Ｌ１は、検出されたＩＦ信号の信号
レベルである第１のレベルに基づいた第１の検出信号ＳＶ１を出力するようになっている
。
【００４３】
　第２の信号レベル検出回路Ｌ２は、第１の信号Ｓ１の信号レベル（電圧レベル）を検出
するようになっている。そして、第２の信号レベル検出回路Ｌ２は、検出された第１の信
号Ｓ１の信号レベルである第２のレベルに基づいた第２の検出信号ＳＶ２を出力するよう
になっている。
【００４４】
　コンパレータＣＯＭＰは、第１の信号レベル検出回路Ｌ１が第１のレベルに基づいて出
力した第１の検出信号ＳＶ１と、第２の信号レベル検出回路Ｌ２が第２のレベルに基づい
て出力した第２の検出信号ＳＶ２とを比較し、この比較結果に基づいた比較結果信号ＳＣ
ＯＭＰを出力するようになっている。
【００４５】
　制御回路ＣＯＮは、実施例１で説明した信号Ｓｉｎに代えて、比較結果信号ＳＣＯＭＰ
が入力され、第１の検出信号ＳＶ１と第２の検出信号ＳＶ２との比較結果、すなわち、第
１のレベルと第２のレベルとの大小関係に関する情報を取得する。そして、制御回路ＯＮ
は、この情報に基づいて、スイッチ回路ＳＷを制御する。
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【００４６】
　すなわち、制御回路ＣＯＮは、第１の信号レベル検出回路Ｌ１により検出されたＩＦ信
号の信号レベルである第１のレベルと、第２の信号レベル検出回路Ｌ２により検出された
第１の信号Ｓ１の信号レベルである第２のレベルとに基づいて、スイッチ回路ＳＷが第３
の信号Ｓ３または第４の信号Ｓ４の何れを選択するかを制御する。
【００４７】
　例えば、制御回路ＣＯＮは、第１のレベルが第２のレベルよりも大きい場合には、スイ
ッチ回路ＳＷが第３の信号Ｓ３を選択するように制御する。特に、制御回路ＣＯＮは、第
１のレベルから第２のレベルを減算した値が予め設定された閾値Ｖｔｈよりも大きい場合
には、スイッチ回路ＳＷが第３の信号Ｓ３を選択するように制御するようにしてもよい。
【００４８】
　この場合、受信機２００は、遅延検波した第３の信号Ｓ３を復調信号Ｓｏｕｔとして出
力端子Ｔｏｕｔから出力する。
【００４９】
　このように、受信機２００は、第１のレベルが第２のレベルよりも大きい場合、すなわ
ち、妨害波のレベルが大きい場合に、妨害波特性が優れた遅延検波を自動的に適用するこ
とができる。
【００５０】
　一方、制御回路ＣＯＮは、第１のレベルが第２のレベル以下の場合には、スイッチ回路
ＳＷが第４の信号Ｓ４を選択するように制御する。特に、制御回路ＣＯＮは、第１のレベ
ルから第２のレベルを減算した値が閾値Ｖｔｈ以下の場合には、スイッチ回路ＳＷが第４
の信号Ｓ４を選択するように制御するようにしてもよい。
【００５１】
　この場合、受信機２００は、パルスカウント検波又はクオドラチャ検波した第４の信号
Ｓ４を復調信号Ｓｏｕｔとして出力端子Ｔｏｕｔから出力する。
【００５２】
　このように、受信機２００は、第１のレベルが第２のレベル以下の場合、すなわち、妨
害波のレベルが小さい場合に、入力周波数オフセット耐性および帯域外検波特性が優れた
パルスカウント検波又はクオドラチャ検波を自動的に適用することができる。
【００５３】
　以上のように、制御回路ＣＯＮは、比較結果信号ＳＣＯＭＰに基づいて、スイッチ回路
ＳＷが第３の信号Ｓ３または第４の信号Ｓ４の何れを選択するかを制御する。
【００５４】
　なお、その他の受信機２００の構成・機能は、実施例１と同様である。
【００５５】
　以上のように、本実施例２に係る受信機によれば、実施例１と同様に、妨害波特性、入
力周波数オフセット耐性および帯域外検波特性を向上することができる。
【実施例３】
【００５６】
　本実施例３においては、スイッチ回路を自動的に制御する他の構成例について説明する
。
【００５７】
　図５は、実施例３に係る受信機３００の構成の一例を示す図である。なお、図５におい
て、図３の符号と同じ符号は、実施例１と同様の構成を示す。
【００５８】
　図５に示すように、本実施例３において、受信機３００は、実施例１と比較して、信号
レベル検出回路Ｌをさらに備える。
【００５９】
　信号レベル検出回路Ｌは、第１の信号（所謂、希望信号）Ｓ１の信号レベル（電圧レベ
ル）を検出するようになっている。そして、信号レベル検出回路Ｌは、検出された第１の
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信号Ｓ１の信号レベルに基づいた検出信号ＳＶを出力するようになっている。
【００６０】
　制御回路ＣＯＮは、実施例１で説明した信号Ｓｉｎに代えて、検出信号ＳＶが入力され
、検出された信号レベルに関する情報を取得する。そして、制御回路ＯＮは、この情報に
基づいて、スイッチ回路ＳＷを制御する。
【００６１】
　すなわち、制御回路ＣＯＮは、第１の信号Ｓ１の検出された信号レベルに基づいて、ス
イッチ回路ＳＷが第３の信号Ｓ３または第４の信号Ｓ４の何れを選択するかを制御するよ
うになっている。
【００６２】
　例えば、制御回路ＣＯＮは、検出された信号レベルが予め設定された閾値Ｖｔｈよりも
大きい場合には、スイッチ回路ＳＷが第３の信号Ｓ３を選択するように制御する。
【００６３】
　この場合、受信機３００は、遅延検波した第３の信号Ｓ３を復調信号Ｓｏｕｔとして出
力端子Ｔｏｕｔから出力する。
【００６４】
　このように、受信機３００は、信号レベルが閾値Ｖｔｈも大きい場合、すなわち、希望
信号の信号レベルが大きい場合に、妨害波特性が優れた遅延検波を自動的に適用すること
ができる。
【００６５】
　一方、制御回路ＣＯＮは、検出された信号レベルが閾値Ｖｔｈ以下の場合には、スイッ
チ回路ＳＷが第４の信号Ｓ４を選択するように制御する。
【００６６】
　この場合、受信機２００は、パルスカウント検波又はクオドラチャ検波した第４の信号
Ｓ４を復調信号Ｓｏｕｔとして出力端子Ｔｏｕｔから出力する。
【００６７】
　このように、受信機３００は、検出された信号レベルが閾値Ｖｔｈ以下の場合、すなわ
ち、希望信号の信号レベルが小さい場合に、入力周波数オフセット耐性および帯域外検波
特性が優れたパルスカウント検波又はクオドラチャ検波を自動的に適用することができる
。
【００６８】
　以上のように、本実施例３に係る受信機によれば、実施例１と同様に、妨害波特性、入
力周波数オフセット耐性および帯域外検波特性を向上することができる。
【００６９】
　なお、実施形態は例示であり、発明の範囲はそれらに限定されない。
【符号の説明】
【００７０】
１００、２００、３００　受信機
ＡＮＴ　アンテナ
ＬＮＡ　ローノイズアンプ
ＯＳＣ　局部発振器
Ｍ　ミキサ
Ａ　ＩＦアンプ
Ｄ１　第１の検波器
Ｄ２　第２の検波器
ＳＷ　スイッチ回路
ＣＯＮ　制御回路
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